
選挙に行こう
キャンペーン
第１弾

いのちまもる
チャンス

　

総
選
挙
は
必
ず
年
内
に
行
わ

れ
ま
す
。
歴
史
を
見
て
も
政
権

が
変
わ
る
こ
と
で
、
診
療
報
酬

プ
ラ
ス
改
定
や
、
社
会
保
障
費

の
拡
充
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
・
与
党
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

か
ら
医
療
費
抑
制
策
や
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
統
合
に
よ
る

ベ
ッ
ド
数
減
ら
し
を
行
い
、
安

心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
厚
生
連
病
院
は
も

と
よ
り
全
国
の
医
療
・
介
護
現

場
は
受
診
控
え
な
ど
で
補
助
金

頼
り
の
経
営
と
な
り
、
そ
の
し

わ
寄
せ
は
現
場
で
働
く
医
療
労

働
者
に
来
て
い
ま
す
。
夜
勤
日

数
や
時
間
外
労
働
の
増
加
、
コ

ロ
ナ
に
か
か
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
心
理
的
負
担
に
加
え
、

行
動
制
限
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が

で
き
な
い
な
ど
、
心
身
は
限
界

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
私
た
ち

の
生
活
と
切
り
離
す
こ
と
の
で

き
な
い
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

よ
り
多
く
の
人
が
選
挙
に
行
き

投
票
す
る
こ
と
で
必
ず
政
治
は

変
わ
り
ま
す
。
今
、
政
治
を
変

え
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

前
号
３
面
で
紹
介
し
た
「
医

療
・
介
護
・
保
健
所
の
削
減
や

め
て
！
い
の
ち
ま
も
る
緊
急
行

動
」
が
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
９
月
５
日
に
は

「
全
国
一
斉
蜂
起
０
９
０
５
」

が
行
わ
れ
、
少
な
く
と
も
36
都

道
府
県
１
１
９
地
方
で
一
斉
に

行
動
を
実
施
。
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「
＃
国
会
ひ
ら
き
医
療
崩
壊
を

防
げ
」「
＃
医
療
・
介
護
・
保

健
所
を
本
気
で
充
実
さ
せ
る
全

国
一
斉
蜂
起
０
９
０
５
」
な
ど

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
デ
モ
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
厚
労
加
盟
組
織
も
そ
れ
ぞ

れ
の
県
の
取
り
組
み
に
合
流
し

ま
し
た
。
徳
厚
労
は
９
月
４
日

に
行
わ
れ
た
定
期
大
会
で
プ
ラ

カ
ー
ド
を
作
成
し
撮
影
。

翌
日
５
日
開
催
の
徳
島

県
医
労
連
主
催
「
９
・

５
い
の
ち
ま
も
る
徳
島

県
学
習
決
起
集
会
」
に

結
集
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
全
厚
労
で

も
お
な
じ
み
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事

長
で
外
科
医
の
本
田
宏
先
生
に

よ
る
「
日
本
の
医
療
崩
壊
を
く

い
止
め
る
〜
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療

現
場
か
ら
の
警
鐘
〜
」
と
題
し

た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
の
様
子
は
徳
島
県
医
労
連
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま

す
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

　

ま
た
、
同
日
夕
方
に
は
全
労

連
青
年
部
が
「
い
の
ち
ま
も
る

緊
急
行
動
プ
レ
企
画
」
を
開
催
、

こ
こ
で
も
本
田
先
生
が
講
演
を

行
い
、
日
本
の
医
師
不
足
や
地

域
格
差
、
医
療
提
供
体
制
の
脆

弱
性
に
は
、
政
府
・
与
党
が
コ

ロ
ナ
禍
で
も
推
し
進
め
る
医
療

費
抑
制
策
が
根
底
に
あ
る
こ
と

を
訴
え
、「
政
治
を
変
え
る
こ

と
」
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
が

全
国
各
地
で
ア
ピ
ー
ル

医
療
従
事
者
が

全
国
各
地
で
ア
ピ
ー
ル

転換の
政治へ

転換の
政治へ

転換の
政治へ

【講演前半】
１．日本の医療体制の現実
２．なぜ日本の医療が崩壊したのか

【講演後半】
３．公立公的病院再編統合問題 
４．医療再生の処方せん

９・５いのちまもる徳島県学習決起集会

徳厚労定期大会と９・５いのちまもる徳島県学習決起集会でのプラカードアピール

北海道：札幌・旭川・釧路でアピール行動

秋田：45分で200組のビラとティッシュを配布

福島：県内４地域で大規模PCR検査実施を呼びかけ

東京：上野・立川でアピール約100人参加

長野：県内9カ所でスタンディング

愛知：国会議員もかけつけ共に行動

広島：Twitterデモで動画を拡散、広島県医
労連などのアカウントから見れます

高知：高知市内の宣伝が地元紙に掲載
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医
療
・
介
護
は
、
住
民

の
暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
支
え
る
不
可
欠
の
基

盤
で
あ
り
、
地
方
・
へ
き

地
に
お
け
る
医
療
・
介
護
従
事
者

の
不
足
は
、
地
域
の
衰
退
と
人
口

減
少
に
拍
車
を
か
け
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
村
・
中

山
間
地
域
は
、
食
料
・
水
・
木
材
・

電
力
な
ど
の
供
給
地
で
あ
り
、
そ

の
衰
退
は
都
市
部
を
含
め
た
国
全

体
を
危
機
に
追
い
や
る
も
の
で
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
危

機
は
、
現
在
の
「
都
市
集
中
型
」

の
過
密
社
会
の
脆
弱
性
や
、「
小

さ
な
政
府
」
の
名
で
社
会
保
障
な

ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て

る
新
自
由
主
義
の
破
綻
を
、
白
日

の
も
と
に
さ
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
り
、

日
本
で
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

保
育
な
ど
の
ケ
ア
労
働
が
、
あ
ま

り
に
粗
末
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と

も
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
従
事
者
の
不
足
は
、

そ
の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

目
前
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

命
・
健
康
・
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
後

に
よ
り
良
い
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
も
、
国
策
の
抜
本

的
な
転
換
が
必
要
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
自
然

増
抑
制
」
の
名
で
社
会
保
障

費
を
削
り
続
け
る
政
策
を
根

本
的
に
あ
ら
た
め
、
社
会
保

障
の
拡
充
に
舵
を
切
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。医
療
・

介
護
の
基
盤
を
再
構
築
す
る
た
め
、 

▽
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の

計
画
的
増
員
、 

▽
医
療
従
事
者
の

労
働
条
件
に
か
か
わ
る
診
療
報
酬

の
抜
本
的
増
額
、▽
地
域
医
療
を

担
う
医
療
機
関
へ
の
公
的
支
援
の

強
化
、▽
介
護
報
酬
の
大
幅
な
引

き
上
げ
、▽
介
護
職
員
の
国
費
に

よ
る
賃
金
ア
ッ
プ
と
労
働
条
件
の

改
善―

―

な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

財
源
は
、
消
費
税
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
富
裕
層
・
大
企
業
へ
の

優
遇
を
や
め
て
応
分
の
負
担
を
求

め
る
税
制
の
改
革
、
軍
事
費
や
大

型
開
発
な
ど
の
浪
費
を
な
く
す
歳

出
の
改
革
で
確

保
し
ま
す
。

　

農
協
組
合
員
・
住
民
の

健
康
保
持
を
目
的
に
か
か

げ
て
１
６
０
を
超
え
る
医

療
機
関
（
病
院
・
診
療
所
）

を
運
営
し
、
農
村
検
診
セ
ン
タ
ー
、

へ
き
地
巡
回
診
療
車
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
健
施
設
、
特

養
ホ
ー
ム
な
ど
を
展
開
す
る
厚
生

連
の
活
動
は
、
地
域
住
民
の
命
と

く
ら
し
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

　

医
療
法
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
公

的
３
病
院
の
な
か
で
も
、
厚
生
連

病
院
の
立
地
は
人
口
５
万
人
未
満

の
市
町
村
と
人
口
５
〜
10
万
人
の

小
都
市
と
が
６
割
を
占
め
て
お
り

（
日
赤･

済
生
会
は
３
割
）、
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
す
す
む
農
村
・

中
山
間
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
、

文
字
通
り
の
〝
命
綱
〞
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
人

間
の
命
と
尊
厳
を
守
る
医

療
や
介
護
は
、
単
純
な
コ

ス
ト
計
算
で
当
否
が
判
断

さ
れ
た
り
、
切
り
捨
て
ら
れ
た
り

す
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
命
と
健
康
を

支
え
る
医
療
機
関
・
介
護
施
設
が

「
不
採
算
」と
な
っ
て
い
く
実
態
は
、

今
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
に
不

備
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
診
療
報
酬
に
は
、
医
薬

品
や
医
療
機
器
が
高
く
評
価
さ
れ

る
一
方
、
医
療
従
事
者
の
労
働
が

ま
と
も
に
評
価
さ
れ
ず
、
産
科
や

小
児
科
へ
の
報
酬
が
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
な
ど
の
矛
盾
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
え
、
政
府
の
社
会
保

障
費
削
減
路
線
の
も
と
、
診
療
報

酬
は
こ
の
20
年
間
に
、
ト
ー
タ
ル

で
12
％
も
削
減
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

高
薬
価
・
高
額
医
療
機
器
を
是

正
す
る
と
と
も
に
、
産
科
・
小
児

科
・
救
急
・
へ
き
地
医
療
な
ど
に

係
わ
る
報
酬
を
増
額
し
、「
不
採

算
」
の
解
消
、
医
療
従
事
者
の
労

働
条
件
の
改
善
、
医
療
の
安
全
と

質
の
向
上
な
ど
に
振
り
向
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

介
護
保
険
は
今
年
で
導
入
20
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
介
護
報
酬
は

削
減
・
抑
制
が
続
き
、
介
護
人
材

の
不
足
と
事
業
所
の
経
営
難
が
制

度
の
存
立
を
ゆ
る
が
す
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
20
年
間
の
介

護
報
酬
改
定
率
は
、
も
と
も
と
国

費
で
措
置
さ
れ
て
い
た
処
遇
改
善

加
算
と
、
消
費
税
増
税
対
応
分
を

除
け
ば
、
６
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

報
酬
本
体
を
抜
本
的
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
介
護
職
員
の
技

能
・
労
働
を
正
当
に
評
価
し
、
給

与
・
待
遇
の
着
実
な
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
報
酬
体
系
へ
の
改
革
を
す

す
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
報
酬
増
が
、

患
者
・
利
用
者
の
負
担
増
に
跳
ね

返
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
窓
口
負

担
・
利
用
料
の
軽
減
を
同
時
に
す

す
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
多
く
の

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
が
巨
額

の
減
収
を
被
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
急
性
期
病

床
の
淘
汰
・
削
減
や
、
公
立
・
公

的
病
院
の
統
廃
合
を
進
め
る
路
線

が
、
い
か
に
医
療
現
場
を
逼
迫
さ

せ
、
体
制
を
脆
弱
に
し
て
い
る
か

を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、▽
コ
ロ
ナ
患

者
の
受
入
病
院
は
も
ち
ろ
ん
、
受

診
抑
制
な
ど
で
医
業
収
入
が
減
少

し
た
全
て
の
病
院
・
診
療
所
に
減

収
補
て
ん
を
行
う
、▽
感
染
防
護

具
や
医
療
器
材
を
国
の
責
任
で
現

場
に
届
け
る
、▽
地
域
医
療
構
想

に
よ
る
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃

合
と
病
床
削
減
を
中
止
す
る
、▽

介
護
・
福
祉
事
業
所
に
つ
い
て
も

利
用
抑
制
に
よ
る
減
収
に
補
て
ん

を
行
う―

―

な
ど
を
政
府
に
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
業

務
の
必
要
上
、
固
定
資
産

の
額
が
大
き
く
な
る
医
療

機
関
・
介
護
事
業
所
に
対

す
る
「
固
定
比
率
」
の
規
制
に
は
、

合
理
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
に

〝
自
己
資
本
比
率
の
向
上
〞
を
せ

　

地
方
創
生
が
実
現
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
・
地
方
に
人
々
が
生

活
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
水
道
、電
気
、ガ
ス
、学
校
、病
院
、

介
護
施
設
な
ど
の
公
的
イ
ン
フ
ラ

が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
政
府
は
地

方
創
生
を
う
た
う
一
方
で
、
地
域

の
公
的
医
療
機
関
の
機
能
別
の
統

廃
合
を
行
う
リ
ス
ト
ラ
策
を
断
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
公
的

病
院
は
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
機
能

分
化
で
は
な
く
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま

す
。　

農
山
村
地
域
を
中
心
に

１
０
５
の
病
院
と
60
の
診

療
所
を
持
つ
厚
生
連
病
院

に
つ
い
て
の
存
在
意
義
は

も
っ
と
認
知
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

先
進
医
療
と
地
域
の
特
徴
に
合
わ

せ
た
地
域
密
着
型
医
療
の
双
方
を

担
う
地
方
の
基
幹
病
院
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
長
野
県
の
佐
久
総
合

病
院
の
よ
う
に
、
集
団
健
診
に
よ

る
予
防
医
療
、
健
康
改
善
指
導
な

ま
る
規
制
が
一
律
に
適
用
さ
れ
る

な
か
、
経
営
側
の
人
件
費
カ
ッ
ト

で
職
員
の
労
働
条
件
が
悪
化
し
た

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
縮
減
の

た
め
の
外
来
・
救
急
機
能
の
縮
小

で
患
者
・
住
民
が
不
利
益
を
被
る

な
ど
、
深
刻
な
弊
害
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
機
械
的
な
規
制
を
や
め
、

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
は
適
用

除
外
と
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
す
。

　
「
員
外
利
用
率
」
の
規
制
も
、

医
療
資
源
の
乏
し
い
農
村
・
中
山

間
地
域
で
、
外
来
・
急
患
対
応
・

入
院
な
ど
〝
住
民
の
命
綱
〞の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
厚
生
連
病
院

の
実
情
に
ま
っ
た
く
合
致
し
て
い

ま
せ
ん
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
一

方
で
、「
病
院
・
施
設
の
連
携
」

や
「
公
的
病
院
の
役
割
発
揮
」
を

求
め
な
が
ら
、
他
方
で
、
非
組
合

員
に
よ
る
厚
生
連
病
院
の
利
用
に

制
限
を
か
け
る
、
政
府
の
政
策
は

矛
盾
し
て
い
ま
す
。「
員
外
利
用

率
」
規
制
の
厚
生
連
病
院
へ
の
適

用
も
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
全
厚
労
は
２
０
１
７
年
秋
の
総
選
挙
か
ら
、
主
要
政
党
へ
の
「
公
開
質
問
状
」
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
菅
政
権
が
誕
生
し
、

解
散
・
総
選
挙
も
近
い
と
判
断
し
て
、
10
月
に
当
時
の
主
要
８
政
党
へ
「
農
村
地
域
の
医
療
・
社
会
保
障
政
策
」
に
つ
い
て
、
質
問
（
囲
み
参
照
）

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
、
日
本
共
産
党
と
れ
い
わ
新
選
組
と
は
、ｗ
ｅ
ｂ
懇
談
を
行
い
、
そ
の
後
、
回
答
書
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
公
開
が
遅
れ
ま

し
た
が
、
今
回
、
紙
面
に
て
発
表
し
ま
す
。
そ
の
他
の
政
党
に
つ
い
て
も
再
度
要
請
し
、
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
次
号
で
掲
載
し
ま
す
。

1．感染症対策も含めて「都市集中型社会」を改め、
地方の人口を増やすため、医療・社会保障の生活
インフラを整備することについて、どう考えるか。

2．公的医療機関としての厚生連病院の役割について
どう考えるか。

3．「不採算医療」を担う公立公的病院が安定して運
営できる診療報酬制度改定へ、どう考えるか。

4．農協法規制について、農協機関にのみ適用される
「固定比率」、「員外利用率」をどう考えるか。

公開質問状の内容（概要）日
本
共
産
党
（
20
年
11
月
５
日
）

れ
い
わ
新
選
組
（
20
年
11
月
13
日
）

（
以
下
略
）

全
文
は
Q
R
を
参
照

ど
、
病
気
に
な
り
に
く
い
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
厚
生
連
に
よ

る
農
山
村
医
療
が
、
日
本
が
世
界

一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
基
礎
を
築

い
て
き
た
と
も
言
え
る
と
考
え
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
期
に
お
い
て
も
、
厚
生
連

の
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
地
域
の

医
療
崩
壊
を
防
い
で
い
た
だ
け
た

こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を

受
け
て
発
生
し
た
診
療
控

え
な
ど
に
よ
る
赤
字
の
問

題
も
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
減
収
に
対
し
、
災
害
時
と
同

様
に
前
年
度
診
療
報
酬
支
払
額
を

補
償
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
医
療

イ
ン
フ
ラ
を
維
持
す
る
た
め
に
コ

ロ
ナ
後
も
公
的
病
院
に
は
長
期
に

わ
た
る
財
政
支
援
を
行
う
べ
き
で

す
。
コ
ロ
ナ
前
の
緊
縮
財
政
の
発

想
に
基
づ
い
て
い
た
公
的
病
院
再

編
・
統
廃
合
を
行
う
地
域
医
療
構

想
は
白
紙
撤
回
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
農

山
村
地
域
に
お
い
て
、
産
科
・
小

児
科
は
需
要
が
少
な
く
、「
不
採

算
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
質
問
１
で
も
お
答
え
し

ま
し
た
よ
う
に
、
総
合
的
な
地
域

医
療
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
必
要
で
あ
り
、

単
純
に
不
採
算
だ
か
ら
切
り
捨
て

る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
患

者
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
形
で
、

患
者
数
に
偏
り
が
あ
る
地
域
に
お

け
る
特
別
な
診
療
報
酬
体
系
を
用

い
る
等
、
何
ら
か
の
補
助
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

農
業
協
同
組
合
グ
ル
ー

プ
に
あ
る
と
言
っ
て
も
厚

生
連
病
院
は
果
た
し
て
い

る
機
能
は
過
疎
地
域
・
僻

地
の
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
と
い

う
事
を
考
え
れ
ば
、
企
業
に
お
け

る
自
己
資
本
比
率
で
あ
る
固
定
比

率
の
健
全
化
を
達
成
す
る
た
め
に

人
件
費
抑
制
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
点
、

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今

後
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
方
、
員
外
利
用
率
規
制
は
公
的

な
役
割
を
果
た
す
病
院
に
対
し
て
、

そ
の
規
制
が
合
理
的
で
あ
る
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
政
策
と
し
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
の
で
ご
指

導
賜
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

〈回答１〉

〈回答２〉

〈回答３〉

〈回答４〉 （回答１）（回答２）

（回答３）

（回答４）

その中身全厚労の質問に全厚労の質問に政党が回答政党が回答政党が回答

医療研 青年

女性平和

一票に込めていよいよ、総選挙！ 一票に込めていよいよ、総選挙！ 私たちの願い

　

松
尾
書
記
長
は
活
動
の
総
括

と
し
て
、
全
厚
労
の
「
生
活
と

医
療
と
平
和
を
守
る
」
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
則
っ
て
、
労
働
者
と
地

域
医
療
を
守
る
た
め
、①
年
間

一
時
金
の
確
保
や
働
く
者
の
権

利
向
上
、②
公
的
医
療
機
関
を

守
る
た
め
の
公
的
支
援
を
求
め

る
活
動
、③
ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し

た
各
専
門
部
で
の
積
極
的
な
取

り
組
み
や
独
自
グ
ッ
ズ
作
成
な

ど
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
進
め
て
き
た
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

特
に
衆
議
院
議
員
を
対
象
に

し
た
「
公
的
支
援
を
求
め
る
要

請
」
に
は
、
要
請
し
た
１
４
４

名
の
議
員
の
う
ち
、
49
名
か
ら

賛
同
や
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
、
直
接
の
懇
談
で
も
、
今
後

に
繋
が
る
貴
重
な
成
果
が
得
ら

れ
た
と
し
て
、
引
き
続
き
、
議

員
や
政
党
を
通
じ
た
医
療
制

度
・
政
策
へ
の
働
き
か
け
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

大
会
発
言
で
は
、
事
前
に
文

書
発
言
で
10
本
が
寄
せ
ら
れ
、

当
日
４
県
（
福
島
、茨
城
、広
島
、

高
知
）
と
５
つ
の
専
門
部
か
ら

コ
ロ
ナ
で
苦
労
し
な
が
ら
の
経

験
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
ま
と
め
で
は
、①
労

働
組
合
の
任
務
で
あ
る
要
求
実

現
の
た
め
に
、②
職
場
討
議
や

調
査
活
動
を
積
極
的
に
、③「
知

っ
て
知
ら
せ
て
組
織
す
る
」
活

動
に
工
夫
し
て
取
り
組
み
、④

組
織
拡
大
・
強
化
を
進
め
て
、

⑤
政
治
を
転
換
し
、
医
療
・
社

会
保
障
制
度
を
改
善
・
充
実
さ

せ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
（
総
括
・
方
針
）

で
は
、
反
対
・
保
留
も
な
く
成

立
、
第
２
号
議
案
（
予
算
）
で

は
、
熊
総
労
の
登
録
数
が
未
定

で
の
提
案
に
な
って
い
る
こ
と
へ
の

意
見
が
出
さ
れ
、
保
留
４
の
賛

成
多
数
で
可
決
。
次
回
は
、
全

国
か
ら
一
箇
所
に
集
ま
り
、
直

接
対
面
で
交
流
し
あ
え
る
こ
と

を
願
っ
て
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

全
厚
労
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
行
い
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
開
設
な
ど
、
今
後
も

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
を

進
め
て
い
ま
す
。
是
非
、
ア
ク

セ
ス
や
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

お
招
き
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
20
年
度
は
食
料
、
農
業
、
地

域
を
守
る
活
動
と
し
て
、
岩
本
委
員

長
始
め
役
員
の
方
々
に
、Ｊ
Ａ
全
中
要

請
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
委
員
長
が
話

さ
れ
た
「
厚
生
連
病
院
の
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と

い
う
訴
え
に
共
感
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
が
一
人
の
た
め
、

一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
」
と
い
う
協
同
の
精
神
は
、
い

ま
も
生
き
て
い
ま
す
。
同
じ
協
同
組
合
に
働
く
者
と
し
て
、

食
と
健
康
、
地
域
を
守
る
た
め
、
儲
け
本
位
の
企
業
参
入

を
止
め
さ
せ
、
安
全
・
安
心
で
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を

作
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
中
央
執
行
委
員
長

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
再
）

　
西
田
　
知
弘
（
岐
　
阜
・
再
）

　
大
栗
　
　
陽
（
徳
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
岡
野
　
　
学
（
本
　
部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
・
再
）

　
畠
　
　
輝
義
（
秋
　
田
・
再
）

　
佐
々
木
　
崇
（
福
　
島
・
新
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
浦
田
　
孝
之
（
富
　
山
・
新
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
再
）

　
宇
留
野
正
志
（
茨
　
城
・
再
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
天
野
　
雅
史
（
静
　
岡
・
新
）

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
　
知
・
再
）

　
田
口
　
　
学
（
岐
　
阜
・
元
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
　
重
・
再
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
川
田
　
祐
生
（
香
　
川
・
再
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
橘
　
　
優
人
（
富
　
山
・
新
）

　
関
原
　
宏
幸
（
長
　
野
・
再
）

　
稲
葉
　
　
功
（
静
　
岡
・
新
）

●
中
央
執
行
委
員

　
齋
藤
　
文
子
（
福
　
島
）

　
畠
山
　
浩
一
（
富
　
山
）

　
阿
部
　
恵
美
（
熊
　
総
）

　
望
月
　
有
美
（
静
　
岡
）

●
会
計
監
査

　
大
崎
　
泰
信
（
富
　
山
）

　
淺
野
　
彰
大
（
愛
　
知
）

　
９
月
10
日
、
全
厚
労
は
第
69
回
定
期
大
会
を
前
大
会
に
引
き
続
き
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
。
代
議
員
66
名
（
委
任
15
名
）
の
他
、

役
員
・
事
務
局
等
で
計
１
０
２
名
が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
の
１
年

間
の
活
動
総
括
と
21
年
度
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
直
接
集
ま
れ
な
い
状
況
が

続
く
中
で
、
専
門
部
の
活
動
で
は
、ｗ
ｅ
ｂ
で
出
来
る
工
夫
が
な
さ
れ
、
活
動
紹

介
も
パ
ワ
ポ
や
動
画
で
報
告
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
を
逆
手
に
普
段
、
大
会
で
会

う
機
会
の
な
い
全
農
協
労
連
か
ら
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

画
面
に
映
り
き
ら
な
い
参
加
者
も
含
め「
団
結
」を
固
め
ま
し
た

全
厚
労
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ス
マ
ホ
で
も
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た

職
場・地
域
で
の
協
同
を
さ
ら
に
広
げ
て

職
場・地
域
で
の
協
同
を
さ
ら
に
広
げ
て

専
門
部
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
パ
ワ
ポ・動
画
で
報
告
も

大
会
役
員

●
議
長

　
大
平
　
雅
浩
（
新
潟
）

●
議
事
運
営
委
員
会

★
大
友
　
浩
介
（
福
島
）

　
吉
井
　
京
湖
（
茨
城
）

　
山
内
　
明
子
（
静
岡
）

　
友
枝
　
諭
志
（
香
川
）

　
岡
野
　
　
学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
石
川
　
達
紀
（
富
山
）

★
畔
上
　
稔
男
（
長
野
）

　
金
井
　
公
予
（
愛
知
）

　
万
里
　
昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

・
大
会
書
記

　
茂
原
　
宗
一
（
長
野
）

　
金
本
亜
矢
子
（
広
島
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
北
海
道

　
関
信
・
茨
城

　
東
海
・
静
岡

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

２
０
２
１
年
度

全
厚
労
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

来
賓
　
館
野
豊
・
全
農
協
労
連
書
記
長

第69回定期大会第69回定期大会

制
限
中
で
も

で
し
た

制
限
中
で
も

で
し
た

様
々
な
活
動
が
出
来
た
１
年

様
々
な
活
動
が
出
来
た
１
年

今
年
も
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
が…

今
年
も
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
が…

（3） 2021年９月20日 第494号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年９月20日 第494号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　

医
療
・
介
護
は
、
住
民

の
暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
支
え
る
不
可
欠
の
基

盤
で
あ
り
、
地
方
・
へ
き

地
に
お
け
る
医
療
・
介
護
従
事
者

の
不
足
は
、
地
域
の
衰
退
と
人
口

減
少
に
拍
車
を
か
け
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
村
・
中

山
間
地
域
は
、
食
料
・
水
・
木
材
・

電
力
な
ど
の
供
給
地
で
あ
り
、
そ

の
衰
退
は
都
市
部
を
含
め
た
国
全

体
を
危
機
に
追
い
や
る
も
の
で
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
危

機
は
、
現
在
の
「
都
市
集
中
型
」

の
過
密
社
会
の
脆
弱
性
や
、「
小

さ
な
政
府
」
の
名
で
社
会
保
障
な

ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て

る
新
自
由
主
義
の
破
綻
を
、
白
日

の
も
と
に
さ
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
り
、

日
本
で
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

保
育
な
ど
の
ケ
ア
労
働
が
、
あ
ま

り
に
粗
末
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と

も
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
従
事
者
の
不
足
は
、

そ
の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

目
前
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

命
・
健
康
・
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
後

に
よ
り
良
い
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
も
、
国
策
の
抜
本

的
な
転
換
が
必
要
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
自
然

増
抑
制
」
の
名
で
社
会
保
障

費
を
削
り
続
け
る
政
策
を
根

本
的
に
あ
ら
た
め
、
社
会
保

障
の
拡
充
に
舵
を
切
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。医
療
・

介
護
の
基
盤
を
再
構
築
す
る
た
め
、 

▽
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の

計
画
的
増
員
、 
▽
医
療
従
事
者
の

労
働
条
件
に
か
か
わ
る
診
療
報
酬

の
抜
本
的
増
額
、▽
地
域
医
療
を

担
う
医
療
機
関
へ
の
公
的
支
援
の

強
化
、▽
介
護
報
酬
の
大
幅
な
引

き
上
げ
、▽
介
護
職
員
の
国
費
に

よ
る
賃
金
ア
ッ
プ
と
労
働
条
件
の

改
善―

―

な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

財
源
は
、
消
費
税
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
富
裕
層
・
大
企
業
へ
の

優
遇
を
や
め
て
応
分
の
負
担
を
求

め
る
税
制
の
改
革
、
軍
事
費
や
大

型
開
発
な
ど
の
浪
費
を
な
く
す
歳

出
の
改
革
で
確

保
し
ま
す
。

　

農
協
組
合
員
・
住
民
の

健
康
保
持
を
目
的
に
か
か

げ
て
１
６
０
を
超
え
る
医

療
機
関
（
病
院
・
診
療
所
）

を
運
営
し
、
農
村
検
診
セ
ン
タ
ー
、

へ
き
地
巡
回
診
療
車
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
健
施
設
、
特

養
ホ
ー
ム
な
ど
を
展
開
す
る
厚
生

連
の
活
動
は
、
地
域
住
民
の
命
と

く
ら
し
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

　

医
療
法
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
公

的
３
病
院
の
な
か
で
も
、
厚
生
連

病
院
の
立
地
は
人
口
５
万
人
未
満

の
市
町
村
と
人
口
５
〜
10
万
人
の

小
都
市
と
が
６
割
を
占
め
て
お
り

（
日
赤･

済
生
会
は
３
割
）、
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
す
す
む
農
村
・

中
山
間
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
、

文
字
通
り
の
〝
命
綱
〞
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
人

間
の
命
と
尊
厳
を
守
る
医

療
や
介
護
は
、
単
純
な
コ

ス
ト
計
算
で
当
否
が
判
断

さ
れ
た
り
、
切
り
捨
て
ら
れ
た
り

す
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
命
と
健
康
を

支
え
る
医
療
機
関
・
介
護
施
設
が

「
不
採
算
」と
な
っ
て
い
く
実
態
は
、

今
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
に
不

備
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
診
療
報
酬
に
は
、
医
薬

品
や
医
療
機
器
が
高
く
評
価
さ
れ

る
一
方
、
医
療
従
事
者
の
労
働
が

ま
と
も
に
評
価
さ
れ
ず
、
産
科
や

小
児
科
へ
の
報
酬
が
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
な
ど
の
矛
盾
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
え
、
政
府
の
社
会
保

障
費
削
減
路
線
の
も
と
、
診
療
報

酬
は
こ
の
20
年
間
に
、
ト
ー
タ
ル

で
12
％
も
削
減
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

高
薬
価
・
高
額
医
療
機
器
を
是

正
す
る
と
と
も
に
、
産
科
・
小
児

科
・
救
急
・
へ
き
地
医
療
な
ど
に

係
わ
る
報
酬
を
増
額
し
、「
不
採

算
」
の
解
消
、
医
療
従
事
者
の
労

働
条
件
の
改
善
、
医
療
の
安
全
と

質
の
向
上
な
ど
に
振
り
向
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

介
護
保
険
は
今
年
で
導
入
20
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
介
護
報
酬
は

削
減
・
抑
制
が
続
き
、
介
護
人
材

の
不
足
と
事
業
所
の
経
営
難
が
制

度
の
存
立
を
ゆ
る
が
す
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
20
年
間
の
介

護
報
酬
改
定
率
は
、
も
と
も
と
国

費
で
措
置
さ
れ
て
い
た
処
遇
改
善

加
算
と
、
消
費
税
増
税
対
応
分
を

除
け
ば
、
６
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

報
酬
本
体
を
抜
本
的
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
介
護
職
員
の
技

能
・
労
働
を
正
当
に
評
価
し
、
給

与
・
待
遇
の
着
実
な
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
報
酬
体
系
へ
の
改
革
を
す

す
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
報
酬
増
が
、

患
者
・
利
用
者
の
負
担
増
に
跳
ね

返
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
窓
口
負

担
・
利
用
料
の
軽
減
を
同
時
に
す

す
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
多
く
の

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
が
巨
額

の
減
収
を
被
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
急
性
期
病

床
の
淘
汰
・
削
減
や
、
公
立
・
公

的
病
院
の
統
廃
合
を
進
め
る
路
線

が
、
い
か
に
医
療
現
場
を
逼
迫
さ

せ
、
体
制
を
脆
弱
に
し
て
い
る
か

を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、▽
コ
ロ
ナ
患

者
の
受
入
病
院
は
も
ち
ろ
ん
、
受

診
抑
制
な
ど
で
医
業
収
入
が
減
少

し
た
全
て
の
病
院
・
診
療
所
に
減

収
補
て
ん
を
行
う
、▽
感
染
防
護

具
や
医
療
器
材
を
国
の
責
任
で
現

場
に
届
け
る
、▽
地
域
医
療
構
想

に
よ
る
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃

合
と
病
床
削
減
を
中
止
す
る
、▽

介
護
・
福
祉
事
業
所
に
つ
い
て
も

利
用
抑
制
に
よ
る
減
収
に
補
て
ん

を
行
う―

―

な
ど
を
政
府
に
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
業

務
の
必
要
上
、
固
定
資
産

の
額
が
大
き
く
な
る
医
療

機
関
・
介
護
事
業
所
に
対

す
る
「
固
定
比
率
」
の
規
制
に
は
、

合
理
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
に

〝
自
己
資
本
比
率
の
向
上
〞
を
せ

　

地
方
創
生
が
実
現
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
・
地
方
に
人
々
が
生

活
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
水
道
、電
気
、ガ
ス
、学
校
、病
院
、

介
護
施
設
な
ど
の
公
的
イ
ン
フ
ラ

が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
政
府
は
地

方
創
生
を
う
た
う
一
方
で
、
地
域

の
公
的
医
療
機
関
の
機
能
別
の
統

廃
合
を
行
う
リ
ス
ト
ラ
策
を
断
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
公
的

病
院
は
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
機
能

分
化
で
は
な
く
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま

す
。　

農
山
村
地
域
を
中
心
に

１
０
５
の
病
院
と
60
の
診

療
所
を
持
つ
厚
生
連
病
院

に
つ
い
て
の
存
在
意
義
は

も
っ
と
認
知
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

先
進
医
療
と
地
域
の
特
徴
に
合
わ

せ
た
地
域
密
着
型
医
療
の
双
方
を

担
う
地
方
の
基
幹
病
院
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
長
野
県
の
佐
久
総
合

病
院
の
よ
う
に
、
集
団
健
診
に
よ

る
予
防
医
療
、
健
康
改
善
指
導
な

ま
る
規
制
が
一
律
に
適
用
さ
れ
る

な
か
、
経
営
側
の
人
件
費
カ
ッ
ト

で
職
員
の
労
働
条
件
が
悪
化
し
た

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
縮
減
の

た
め
の
外
来
・
救
急
機
能
の
縮
小

で
患
者
・
住
民
が
不
利
益
を
被
る

な
ど
、
深
刻
な
弊
害
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
機
械
的
な
規
制
を
や
め
、

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
は
適
用

除
外
と
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
す
。

　
「
員
外
利
用
率
」
の
規
制
も
、

医
療
資
源
の
乏
し
い
農
村
・
中
山

間
地
域
で
、
外
来
・
急
患
対
応
・

入
院
な
ど
〝
住
民
の
命
綱
〞の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
厚
生
連
病
院

の
実
情
に
ま
っ
た
く
合
致
し
て
い

ま
せ
ん
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
一

方
で
、「
病
院
・
施
設
の
連
携
」

や
「
公
的
病
院
の
役
割
発
揮
」
を

求
め
な
が
ら
、
他
方
で
、
非
組
合

員
に
よ
る
厚
生
連
病
院
の
利
用
に

制
限
を
か
け
る
、
政
府
の
政
策
は

矛
盾
し
て
い
ま
す
。「
員
外
利
用

率
」
規
制
の
厚
生
連
病
院
へ
の
適

用
も
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
全
厚
労
は
２
０
１
７
年
秋
の
総
選
挙
か
ら
、
主
要
政
党
へ
の
「
公
開
質
問
状
」
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
菅
政
権
が
誕
生
し
、

解
散
・
総
選
挙
も
近
い
と
判
断
し
て
、
10
月
に
当
時
の
主
要
８
政
党
へ
「
農
村
地
域
の
医
療
・
社
会
保
障
政
策
」
に
つ
い
て
、
質
問
（
囲
み
参
照
）

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
、
日
本
共
産
党
と
れ
い
わ
新
選
組
と
は
、ｗ
ｅ
ｂ
懇
談
を
行
い
、
そ
の
後
、
回
答
書
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
公
開
が
遅
れ
ま

し
た
が
、
今
回
、
紙
面
に
て
発
表
し
ま
す
。
そ
の
他
の
政
党
に
つ
い
て
も
再
度
要
請
し
、
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
次
号
で
掲
載
し
ま
す
。

1．感染症対策も含めて「都市集中型社会」を改め、
地方の人口を増やすため、医療・社会保障の生活
インフラを整備することについて、どう考えるか。

2．公的医療機関としての厚生連病院の役割について
どう考えるか。

3．「不採算医療」を担う公立公的病院が安定して運
営できる診療報酬制度改定へ、どう考えるか。

4．農協法規制について、農協機関にのみ適用される
「固定比率」、「員外利用率」をどう考えるか。

公開質問状の内容（概要）日
本
共
産
党
（
20
年
11
月
５
日
）

れ
い
わ
新
選
組
（
20
年
11
月
13
日
）

（
以
下
略
）

全
文
は
Q
R
を
参
照

ど
、
病
気
に
な
り
に
く
い
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
厚
生
連
に
よ

る
農
山
村
医
療
が
、
日
本
が
世
界

一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
基
礎
を
築

い
て
き
た
と
も
言
え
る
と
考
え
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
期
に
お
い
て
も
、
厚
生
連

の
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
地
域
の

医
療
崩
壊
を
防
い
で
い
た
だ
け
た

こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を

受
け
て
発
生
し
た
診
療
控

え
な
ど
に
よ
る
赤
字
の
問

題
も
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
減
収
に
対
し
、
災
害
時
と
同

様
に
前
年
度
診
療
報
酬
支
払
額
を

補
償
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
医
療

イ
ン
フ
ラ
を
維
持
す
る
た
め
に
コ

ロ
ナ
後
も
公
的
病
院
に
は
長
期
に

わ
た
る
財
政
支
援
を
行
う
べ
き
で

す
。
コ
ロ
ナ
前
の
緊
縮
財
政
の
発

想
に
基
づ
い
て
い
た
公
的
病
院
再

編
・
統
廃
合
を
行
う
地
域
医
療
構

想
は
白
紙
撤
回
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
農

山
村
地
域
に
お
い
て
、
産
科
・
小

児
科
は
需
要
が
少
な
く
、「
不
採

算
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
質
問
１
で
も
お
答
え
し

ま
し
た
よ
う
に
、
総
合
的
な
地
域

医
療
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
必
要
で
あ
り
、

単
純
に
不
採
算
だ
か
ら
切
り
捨
て

る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
患

者
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
形
で
、

患
者
数
に
偏
り
が
あ
る
地
域
に
お

け
る
特
別
な
診
療
報
酬
体
系
を
用

い
る
等
、
何
ら
か
の
補
助
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

農
業
協
同
組
合
グ
ル
ー

プ
に
あ
る
と
言
っ
て
も
厚

生
連
病
院
は
果
た
し
て
い

る
機
能
は
過
疎
地
域
・
僻

地
の
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
と
い

う
事
を
考
え
れ
ば
、
企
業
に
お
け

る
自
己
資
本
比
率
で
あ
る
固
定
比

率
の
健
全
化
を
達
成
す
る
た
め
に

人
件
費
抑
制
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
点
、

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今

後
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
方
、
員
外
利
用
率
規
制
は
公
的

な
役
割
を
果
た
す
病
院
に
対
し
て
、

そ
の
規
制
が
合
理
的
で
あ
る
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
政
策
と
し
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
の
で
ご
指

導
賜
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

〈回答１〉

〈回答２〉

〈回答３〉

〈回答４〉 （回答１）（回答２）

（回答３）

（回答４）

その中身全厚労の質問に全厚労の質問に政党が回答政党が回答政党が回答

医療研 青年

女性平和

一票に込めていよいよ、総選挙！ 一票に込めていよいよ、総選挙！ 私たちの願い

　

松
尾
書
記
長
は
活
動
の
総
括

と
し
て
、
全
厚
労
の
「
生
活
と

医
療
と
平
和
を
守
る
」
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
則
っ
て
、
労
働
者
と
地

域
医
療
を
守
る
た
め
、①
年
間

一
時
金
の
確
保
や
働
く
者
の
権

利
向
上
、②
公
的
医
療
機
関
を

守
る
た
め
の
公
的
支
援
を
求
め

る
活
動
、③
ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し

た
各
専
門
部
で
の
積
極
的
な
取

り
組
み
や
独
自
グ
ッ
ズ
作
成
な

ど
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
進
め
て
き
た
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

特
に
衆
議
院
議
員
を
対
象
に

し
た
「
公
的
支
援
を
求
め
る
要

請
」
に
は
、
要
請
し
た
１
４
４

名
の
議
員
の
う
ち
、
49
名
か
ら

賛
同
や
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
、
直
接
の
懇
談
で
も
、
今
後

に
繋
が
る
貴
重
な
成
果
が
得
ら

れ
た
と
し
て
、
引
き
続
き
、
議

員
や
政
党
を
通
じ
た
医
療
制

度
・
政
策
へ
の
働
き
か
け
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

大
会
発
言
で
は
、
事
前
に
文

書
発
言
で
10
本
が
寄
せ
ら
れ
、

当
日
４
県
（
福
島
、茨
城
、広
島
、

高
知
）
と
５
つ
の
専
門
部
か
ら

コ
ロ
ナ
で
苦
労
し
な
が
ら
の
経

験
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
ま
と
め
で
は
、①
労

働
組
合
の
任
務
で
あ
る
要
求
実

現
の
た
め
に
、②
職
場
討
議
や

調
査
活
動
を
積
極
的
に
、③「
知

っ
て
知
ら
せ
て
組
織
す
る
」
活

動
に
工
夫
し
て
取
り
組
み
、④

組
織
拡
大
・
強
化
を
進
め
て
、

⑤
政
治
を
転
換
し
、
医
療
・
社

会
保
障
制
度
を
改
善
・
充
実
さ

せ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
（
総
括
・
方
針
）

で
は
、
反
対
・
保
留
も
な
く
成

立
、
第
２
号
議
案
（
予
算
）
で

は
、
熊
総
労
の
登
録
数
が
未
定

で
の
提
案
に
な
って
い
る
こ
と
へ
の

意
見
が
出
さ
れ
、
保
留
４
の
賛

成
多
数
で
可
決
。
次
回
は
、
全

国
か
ら
一
箇
所
に
集
ま
り
、
直

接
対
面
で
交
流
し
あ
え
る
こ
と

を
願
っ
て
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

全
厚
労
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
行
い
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
開
設
な
ど
、
今
後
も

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
を

進
め
て
い
ま
す
。
是
非
、
ア
ク

セ
ス
や
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

お
招
き
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
20
年
度
は
食
料
、
農
業
、
地

域
を
守
る
活
動
と
し
て
、
岩
本
委
員

長
始
め
役
員
の
方
々
に
、Ｊ
Ａ
全
中
要

請
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
委
員
長
が
話

さ
れ
た
「
厚
生
連
病
院
の
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と

い
う
訴
え
に
共
感
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
が
一
人
の
た
め
、

一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
」
と
い
う
協
同
の
精
神
は
、
い

ま
も
生
き
て
い
ま
す
。
同
じ
協
同
組
合
に
働
く
者
と
し
て
、

食
と
健
康
、
地
域
を
守
る
た
め
、
儲
け
本
位
の
企
業
参
入

を
止
め
さ
せ
、
安
全
・
安
心
で
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を

作
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
中
央
執
行
委
員
長

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
再
）

　
西
田
　
知
弘
（
岐
　
阜
・
再
）

　
大
栗
　
　
陽
（
徳
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
岡
野
　
　
学
（
本
　
部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
・
再
）

　
畠
　
　
輝
義
（
秋
　
田
・
再
）

　
佐
々
木
　
崇
（
福
　
島
・
新
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
浦
田
　
孝
之
（
富
　
山
・
新
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
再
）

　
宇
留
野
正
志
（
茨
　
城
・
再
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
天
野
　
雅
史
（
静
　
岡
・
新
）

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
　
知
・
再
）

　
田
口
　
　
学
（
岐
　
阜
・
元
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
　
重
・
再
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
川
田
　
祐
生
（
香
　
川
・
再
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
橘
　
　
優
人
（
富
　
山
・
新
）

　
関
原
　
宏
幸
（
長
　
野
・
再
）

　
稲
葉
　
　
功
（
静
　
岡
・
新
）

●
中
央
執
行
委
員

　
齋
藤
　
文
子
（
福
　
島
）

　
畠
山
　
浩
一
（
富
　
山
）

　
阿
部
　
恵
美
（
熊
　
総
）

　
望
月
　
有
美
（
静
　
岡
）

●
会
計
監
査

　
大
崎
　
泰
信
（
富
　
山
）

　
淺
野
　
彰
大
（
愛
　
知
）

　
９
月
10
日
、
全
厚
労
は
第
69
回
定
期
大
会
を
前
大
会
に
引
き
続
き
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
。
代
議
員
66
名
（
委
任
15
名
）
の
他
、

役
員
・
事
務
局
等
で
計
１
０
２
名
が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
の
１
年

間
の
活
動
総
括
と
21
年
度
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
直
接
集
ま
れ
な
い
状
況
が

続
く
中
で
、
専
門
部
の
活
動
で
は
、ｗ
ｅ
ｂ
で
出
来
る
工
夫
が
な
さ
れ
、
活
動
紹

介
も
パ
ワ
ポ
や
動
画
で
報
告
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
を
逆
手
に
普
段
、
大
会
で
会

う
機
会
の
な
い
全
農
協
労
連
か
ら
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

画
面
に
映
り
き
ら
な
い
参
加
者
も
含
め「
団
結
」を
固
め
ま
し
た

全
厚
労
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ス
マ
ホ
で
も
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た

職
場・地
域
で
の
協
同
を
さ
ら
に
広
げ
て

職
場・地
域
で
の
協
同
を
さ
ら
に
広
げ
て

専
門
部
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
パ
ワ
ポ・動
画
で
報
告
も

大
会
役
員

●
議
長

　
大
平
　
雅
浩
（
新
潟
）

●
議
事
運
営
委
員
会

★
大
友
　
浩
介
（
福
島
）

　
吉
井
　
京
湖
（
茨
城
）

　
山
内
　
明
子
（
静
岡
）

　
友
枝
　
諭
志
（
香
川
）

　
岡
野
　
　
学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
石
川
　
達
紀
（
富
山
）

★
畔
上
　
稔
男
（
長
野
）

　
金
井
　
公
予
（
愛
知
）

　
万
里
　
昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

・
大
会
書
記

　
茂
原
　
宗
一
（
長
野
）

　
金
本
亜
矢
子
（
広
島
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
北
海
道

　
関
信
・
茨
城

　
東
海
・
静
岡

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

２
０
２
１
年
度

全
厚
労
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

来
賓
　
館
野
豊
・
全
農
協
労
連
書
記
長

第69回定期大会第69回定期大会

制
限
中
で
も

で
し
た

制
限
中
で
も

で
し
た

様
々
な
活
動
が
出
来
た
１
年

様
々
な
活
動
が
出
来
た
１
年

今
年
も
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
が…

今
年
も
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
が…

（3） 2021年９月20日 第494号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年９月20日 第494号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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